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食品行政における国際整合性の確保と食品分野の国際動向に関する研究 

研究分担報告書 

食品添加物部会における検討過程に関する研究 

 

研究分担者 窪崎敦隆   国立医薬品食品衛生研究所 

研究要旨 

 コーデックス食品添加物部会（CCFA）は、消費者の保護と公正な食品貿易の確保

を目的とするコーデックス委員会における一般問題部会の一つとして設置されてい

る。CCFA では、食品添加物に関する諸問題の解決に向けた議論を行うとともに、世

界で唯一参照するべき食品添加物の規格として General Standard for Food Additives

（GSFA：食品添加物一般規格）を作成している。国際整合性を進める観点から、GSFA

等のコーデックス規格を自国の食品添加物規格として準用する国々が増えている一

方、我が国は、自国の食品添加物関連規制を有しており、コーデックス規格との整合

性について検討するべき課題を有している。したがって、本研究では、我が国の食品

安全行政の国際対応に役立てることを目的に、令和２年度の CCFA の動向をまとめ、

我が国の CCFA への対応と今後の課題について整理した。 

A．研究目的 

 食品にかかわる消費者の健康保護と公

正で公平な食品の世界貿易を確保するこ

とを目的に 1963年に設立されたコーデッ

クス委員会の一般問題部会の一つとして、

コーデックス食品添加物・汚染物質部会

が 1964 年に設置された。しかし、本部会

で審議するべき議事が多く、審議時間の

確保が難しくなったことから、2007 年か

ら食品汚染物部会（Codex Committee on 

Contaminants in Food：CCCF）と別れる形

で、コーデックス食品添加物部会（Codex 

Committee on Food Additives：CCFA）が設

置され、中国が議長国となって開催され

ることとなった。部会を分けたことから

判るように、CCFA で取り扱う審議議題が

多岐にわたり、また各国の関心が高い事

項が多いことから、我が国としても本部

会への積極的な関与が必要であると考え

られる。特に、我が国は、これまでの食経

験に基づいた既存添加物という食品添加

物の規格を有するなど、コーデックス規

格との整合性について検討するべき課題

を有している。そこで、本研究では我が国

の食品添加物における食品安全行政の国

際対応の改善に寄与することを目的に、
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CCFA での議論の動向をまとめ、我が国が

取るべき対応について検討することにし

た。 

これまでコーデックス委員会における

会議は、原則、議長国が準備をする会議場

に一堂が介して対面形式で開催されてき

たが、COVID-19 の感染拡大の影響により、

2020 年 3 月以降、予定されていた全ての

コーデックスの会議が延期となった。

2020 年 7 月に開催を予定していたコーデ

ッ ク ス 総 会 （ Codex Alimentarius 

Commission：CAC）については、開催せざ

るを得ないとして、日程を分散させてオ

ンラインソフトを用いたバーチャル会合

で 9 月末から 11 月上旬にかけて開催した。

その後も、我が国を含めた各国において

COVID-19 の感染拡大が続いており、今後

も物理的会議を開催される目途が立たな

い状態である。このような背景を受け、

CAC や一般原則部会（Codex Committee on 

General Principles：CCGP）において、オン

ラインソフトを用いたバーチャル会合の

運営について検討が進んでいる。そこで、

今年度の本研究において CCFA の開催に

向けた動向と CCFA52 の議事の整理を行

うとともに、ウィズコロナ時代のCCFAの

対応や中長期的な視野に立った対策につ

いて検討した。 

 

B．研究方法 

B.-1 CCFA52 を対象とした研究方法 

 2020 年 3 月に開催が予定されていた

CCFA52 は、その後 3 度にわたり延期され

た。物理的会合とバーチャル会合の開催

形式の判断も含めて、今後の CCFA 事務

局への対応を考える基礎情報とすること

を目的に、その経過を整理した。また、

2021 年 3 月末現在、2021 年 9 月 6 日から

9 月 10 日にバーチャル会合の形式で開催

する予定になっている CCFA52 の議事に

ついて概要を整理して、今後の対処方針

作成の基礎資料とすることにした。 

 

B.-2 ウィズコロナ時代のCCFA会議に関

する意見交換会 

これまで CCFA の会合は、3 月に開催さ

れてきたが、世界規模の COVID-19 の急

速な拡大の影響を受け、2020 年 3 月に予

定されていたCCFAの会合は延期となり、

令和 2 年度中には開催できなかった。そ

こで、過去に CCFA に参加経験のある 5

名の方々に、バーチャル会合の利点・欠点

について、更に、長期的視野に立ち、今後

の CCFA への対応で日本が考えておいた

方が良い課題に関して意見交換会をバー

チャル会合で行い、今後の対策について

検討した。 

 

C. D. 結果及び考察 

C. D.-1-1 CCFA52 開催に向けた経過につ

いて 

 2021 年 3 月末日までの CCFA52 開催に

向けた経過は以下であった。 

2019 年 3 月 25 日から 3 月 29 日に中華人
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民共和国（中国）の山東省済南で開催され

た第 51 回コーデックス食品添加物部会

（CCFA51）が終了した後、次回 CCFA52

は、2020 年 3 月 2 日から 3 月 6 日までの

期間で中国の甘粛省蘭州で開催されるこ

とが予定されていた。しかし、中国・湖北

省武漢市で発生が報告された COVID-19

の世界的な急拡大の影響を受け、本研究

が開始される前の 2020 年 2 月 3 日の段階

で 1 回目の開催延期が決定され、2020 年

6 月 22 月から 6 月 26 日に中国の同じ会

場で行うこととされた。しかし、本研究開

始後の 2020 年 5 月 6 日に COVID-19 の世

界的な影響から CCFA 事務局より、2 回目

の延期の連絡が出され、2021 年 3 月 8 日

から 3 月 12 日に中国のいずれかの都市で

開催されることとなった。さらに、2021 年

1 月 19 日に CCFA 事務局より 3 回目の延

期の決定が公表され、2021 年 9 月 6 日か

ら 9 月 10 日に開催するとされ、中国のい

ずれかの都市で開催する物理的会合か

Web 会議システムを用いるバーチャル会

合で行うかは検討中とされた。その後、

2021 年 3 月 26 日になって、バーチャル会

合で行うこと、それに伴って日程が変更

（9 月 1 日～3 日、6 日～7 日、10 日）に

なること、Pre-session meetings を 8 月 31

日に行うこと、作業部会を 6 月 21 日から

6 月 25 日に行うことが発表された。 

一方、EWG については、2020 年 7 月 29

日に CCFA 事務局より CCFA52 に向けて

CCFA51で設置された「EWG on alignment」

「 EWG on the International Numbering 

System for Food Additives (INS)」「EWG on 

GSFA」を再開するとの連絡があった（た

だし、この時点では 2021 年 3 月 8 日～3

月 12 日の開催を目指していた）。 

 令和 2 年度中の CCFA52 開催に向けた

経過を振り返ると、CCFA 事務局の

CCFA52 開催可否判断が大変困難なもの

であったことが伺える。COVID-19 の感染

拡大が続いている現状では、今後も急な

変更の連絡があると考えて、対応を想定

しておく必要がある。 

 

C. D.-1-2 議事予定について 

2021 年 3 月末日時点で入手できた

CCFA52 の「Provisional Agenda」と会議文

書を基に議事の概要を整理したが、会議

文書の一部はまだ公表されていなかった

（CX/FA 20/52/1, November 2019；別添資

料１）（CX/FA 21/52/1, March 2021；別添資

料２）。また、CCFA52 はバーチャル会合

で行うことが決まっているが、議事内容

が「CX/FA 20/52/1」を踏襲しており、バー

チャル会合で物理的会合を想定していた

2019 年 11 月時点の議事を全て終えるこ

とは困難と思われることから、今後、議事

の変更（選択）が行われることが想定され

る。 

 

① 議題 2．コーデックス総会及びその他

の部会からの付託事項 

 CCFA52 では、第 42 回コーデックス総
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会（CAC42）、第 40 回分析・サンプリング

法部会（CCMAS40）、第 31 回ヨーロッパ

地域調整部会（CCEURO30）、第 41 回栄

養・特殊用途食品部会（CCNFSDU41）の

審議結果についてコーデックス事務局か

ら報告された後、CAC や他の部会及び前

回の食品添加物部会（CCFA51）で今後検

討することとした事項について議論を行

う予定になっている。2021 年 3 月末日時

点では、2020 年 9 月下旬から 11 月上旬に

バーチャル会合で行われたCAC43の結果

を踏まえた会議文書への追記は行われて

いない。 

 

② 議題 3(a)．FAO/WHO 及び第 87 回、

第 89 回、第 91 回 FAO/WHO 合同食品添

加物専門家会議（JECFA）からの関心事

項 

 Joint FAO/WHO Expert Committee of 

Food Additives (JECFA)審議結果について

JECFA 事務局より報告される予定になっ

てる。2019 年 3 月に開催を予定していた

CCFA52 では、第 87 回 JECFA のみが対象

であったが、CCFA52 が延期している期間

にも JECFA の審議が行われたため、2021

年 3 月 31 日現在入手可能な仮議題

（Agenda Item 1）では、第 89 回と第 91 回

JECFA からの関心事項についても追加さ

れている。追加の会議文書として「CX/FA 

21/52/3 Add.1」と「CX/FA 21/52/3 Add.2」

が出される予定になっているが、現時点

での会議文書（Agenda Item 3(a)「CX/FA 

21/52/3」）は変更されておらず、第 87 回

JECFA のみの記載になっている。 

 

③ 議題 3(b)．第 87 回、第 89 回、第 91

回 JECFA 会合からの食品添加物の同一

性及び純度に関する仕様書原案 

 JECFA で審議された食品添加物の同一

性及び純度に関する仕様書案について

JECFA 事務局より報告される予定になっ

てる。議題 3(a)と同様に、2019 年 3 月に

開催を予定していた CCFA52 では、第 87

回 JECFA のみが対象であったが、CCFA52

が延期している期間に第 89 回と第 91 回

JECFA の審議が行われたため、2021 年 3

月 31 日現在入手可能な仮議題（Agenda 

Item 1）では、第 89 回と第 91 回 JECFA の

審議事項についても追加される予定にな

っている。追加の会議文書として「CX/FA 

21/52/4 Add.2」と「CX/FA 21/52/4 Add.3」

が出される予定になっているが、現時点

での会議文書（Agenda Item 3(b)「CX/FA 

21/52/4」）は変更されておらず、第 87 回

JECFA のみの記載になっている。 

 

④ 議題 4(a)．コーデックス規格におけ

る食品添加物及び加工助剤の食品中の最

大濃度の承認／改訂 

 コーデックス手続き手順書（Procedural 

Manual）に食品規格における全ての食品

添加物（加工助剤を含む）の条項は、CCFA

の承認を受ける必要があることが記載さ

れており、各部会から提出された規格案
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における食品添加物条項案で検討が要請

されている事項について審議する予定に

なっている。 

 

⑤ 議題 4(b)．個別食品規格の食品添加

物条項と食品添加物の一般規格（GSFA）

の関連条項の整合:整合に関する電子作

業部会報告 

CCFA は、個別食品規格の食品添加物条

項と General Standard for Food Additives 

(GSFA) の関連条項を整合させるための

取組みを進めている。「整合に関する電子

作業部会」は、オーストラリアが議長国で

あり、米国と日本が共同議長国を務めて

いる。 

 

⑥ 議題 5（a）．食品添加物に関する一般

規格（GSFA）：GSFA に関する電子作業部

会報告 

 「GSFA に関する電子作業部会」の報告

が行われる予定になっている。2019 年 3

月に開催を予定していた CCFA52 の会議

文書として「CX/FA 20/52/7」が公開されて

いたが、2021 年 3 月 31 日現在入手可能な

仮議題（Agenda Item 1）では、会議文書が

「CX/FA 21/52/7」と「CX/FA 21/52/7 Add.1」

へ変更になっており、「CX/FA 21/52/7 

Add.1」については公開されている。 

 

⑦ 議題 5（b）．食品添加物に関する一般

規格（GSFA）：食品添加物条項の新規/改

訂の提案 

 食品添加物条項の新規/改訂の提案に関

する回付文書「CL 2019/40-FA」と「CL 

2020/36-FA」に対して、それぞれ「オース

トラリア、ウガンダ、Food Drink Europe」

と「コロンビア、International Stevia Council 

(ISC)」から提出された食品添加物条項の

新規提案又は改訂案について GSFA 規格

策定プロセスに含めるか検討して回答を

作成する予定である。 

 

⑧ 議題 5(c)．注釈 161 に関連する甘味

料の関連条項に関する継続討議 

これまでに電子的作業部会を設置して、

甘味料の使用に関する事項の審議を進め

た結果、注釈 161 の代替となる注釈の文

言を検討することになっていた。CCFA52

では、電子的作業部会での各国からの使

用実態・目的についてのコメントを基に

議論される予定である。 

 

⑨ 議題 5(d)． 硝酸塩及び亜硝酸塩に関

する入手可能なデータについての情報 

硝酸塩・亜硝酸塩の含有実態、摂取量等

のデータについて回付文書「CL 2019/49-

FA」への各国からの回答を基に、リスク

評価の科学的助言の必要性を継続して検

討する予定となっている。日本からも過

去の硝酸塩の含有実態等の調査について

情報を提供している。 

 

⑩ 議題 6．食品添加物の国際番号システ

ム（INS）(CXG 36-1989)の改訂原案 
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CCFA は、食品添加物毎に物質名の代替

として用いる番号、食品中での機能分類

及び技術的目的をまとめて、 INS に関す

るガイドライン「CXG 36-1989」に記載し

ているが、INS の変更／追加に関する各国

の提案に対応するために、電子的作業部

会を設置している。CCFA52 では、各国か

ら提案があった INS の変更／追加、INS 番

号を追跡する方法について、電子的作業

部会の検討結果に基づいて議論を行う予

定になっている。 

 

⑪ 議題 7．JECFA による評価のための

優先物質リストの追加及び変更の提案 

 CCFA では、各国からの提案に基づき、

食品添加物の評価優先リストを作成して、

リスク評価機関である JECFA に対して評

価を依頼する物質を選定している。

CCFA52 では、回付文書「CL 2019/41-FA」

に対して、コロンビア、日本、European 

Chemical Industry Council (CEFIC), EU 

Specialty Food Ingredients 、 International 

Council of Beverages Associations (ICBA)、

International Organization of the Flavor 

Industry (IOFI)、International Stevia Council 

(ISC)、DSM Food Specialties から回答があ

った。日本からは、グルタミナーゼについ

て評価依頼を提案している。 

 

⑫ 議題 8．GSFA オンラインシステムの

状況及び分析 

GSFA のデータベースを基に PDF ファ

イルとオンラインの検索がコーデックス

委員会のウェブサイトで利用可能である

が、CCFA50 の段階で技術的な問題が見つ

かったことから解決策を探っていた。

CCFA52 においてコーデックス事務局よ

り対応の進捗について報告される予定で

ある。 

 

C. D.-2 意見交換会について 

過去に日本の行政代表団の技術顧問と

して CCFA 会議に参加経験のある 5 名の

方々にお集まりいただき、COVID-19 感染

拡大を踏まえた我が国の CCFA への対応

や中長期的な視野に立った対策について

討論して、その結果をまとめた（別添資料

３）。 

主な意見は以下であった。 

 

① バーチャル会議の利点・欠点（コーデ

ックス会議を想定して） 

・利点は費用・時間が節約できること、欠

点は物理的会合で出来た事前協議が難し

いこと。 

・CCFA ではインセッション会議が三つ

ある。インセッション会議においては、そ

の場での方針決定等の対応が必要である

が、代表団内の認識共有等が課題となる。 

・参加メンバーが各々別の場所から参加

した場合には、その場での対応が難しい

と思うので、バーチャル会議であっても、

我が国政府代表団の参加メンバーは同じ

会場（部屋）に集まるのが良い。 
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② 日本が中長期的視点で対応するべき

こと 

・人材の育成が課題。 

・厚生労働省のコーデックス担当者は短

期間で交代するが、継続性、連続性を保ち

長期的視点に立った対応をとることに課

題がある。 

・農林水産省とも意見交換するのが良い

と思う。 

 

本意見交換会を行った時点では、

CCFA52 の開催形式が物理的会合かバー

チャル会合かは決まっていなかったが、

2021 年 3 月 26 日にバーチャル会合で行

うことが発表されている。CCFA52 のバー

チャル会合に対処するにあたり、本意見

交換会で CCFA 会議参加経験から出され

た意見は大変有益である。 

 

E．研究発表   

1. 論文発表 

なし 

2. 学会発表 

なし
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別添資料３ 

 
コーデックス食品添加物部会（CCFA）（＊１）に関する意見交換会 

（2021年2月1日14：20から16：20 オンライン会議）により得られた課題及び対応案 
 

  窪崎敦隆（国立医薬品食品衛生研究所 食品添加物部） 
 
資料 第 89 回 JECFA（Summary and Conclusions）（＊２） 
 
 
第１部テーマ バーチャル会議の意見交換の利点・欠点について 
 
バーチャル会議は、当時から考えると知識・技術が進んで実現するもので素晴らしいと
思う。記録も残るので良い。コロナパンデミックの現在、コロナを避けることが必要で
課題を少なくして対応するのが良い。バーチャル会議の技術的面の懸念は、ソフトが
種々あるので良いソフトを選ぶこと。ソフトの更新をキープアップし操作に慣れること
が必要。パソコンやWIFIの普及など発展途上国では大変。これらを克服するのが課題。
バーチャル会議のメリットは、費用・時間が節約できること。１日４～５時間かけてや
る場合、ストレスもあるので、ストレスをクリアーしていかなればいけない。物理的会
議は、事前協議ができるのが大きなメリット。コロナの状況を見ての対策も考える必要
がある。 
 
会議の進め方は資料が事前配布されているので、オンライン会議でも粛々と進められる
と思う。バーチャル会議で、物理的会議と同じことをするのは制約を受ける。例えば、
CCFA では、仏語や西語しか分からない参加者もいて通訳が付いた。バーチャルなので、
画面に図表を示すことが可能だが。参加者の制限はどうなるのか。傍聴者をどうするの
か。 
 
事務局のお膳立ては大変だが、議長の仕切り、采配しだいではうまくできると思う。 
 
決まっている議題は、国の対処方針も用意して望めるが、CCFAではインセッション会
議が三つある。インセッション会議で議題とするものは、その場の対応となり、それが
課題と考える。 
 
技術課題として、事務局、参加者の知識・熟練度が充実していないと、会議のスタート
が遅れる。機器の取り扱いに不慣れな方がいて、セッティングだけで 15～20 分を費や
すため、環境整備が重要である。Zoom と言うソフトでは、会議途中からブレークアウ
トルームと云うグループに分かれて議論できるシステムがある。細かい話を検討する場
合は、グループに分かれた方が良い。 
 
通信環境が悪い場合でも可能なような対策も必要と考える。 
 
国際会議の際に運営事務局から、通信負荷を減らすため、画像や音声を切るように言わ
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れた。大人数が参加する会議ではこのようなことはマナーとなるかも。また、物理会議
とは異なり、自分の周りが見えないため、ルールはしっかりと決めるべきと考える。イ
ンセッション会議など当日の打合せは、事前に資料を入手して対応することが必要。 
 
オンライン会議ではその場での対応が難しいと思う。同じ会場（部屋）に参加メンバー
が集まるのが良い。 
 
ホテルに詰めて対応することも必要。CCFA だけの参加や、前後の打合せを短時間にす
るならば、自宅から通える。 
 
SNS、メッセンジャー、チャットなど、活用できるものをうまく活用し、目的を達成す
べき。物理会議とバーチャル会議とを使い分けることが重要と考える。 
 
 
第２部テーマ 中長期視点で日本が考えておくべきこと 
 
人材の育成が課題と思う。 
 
農水省とも意見交換するのが良いと思う。 
 
厚生労働省のコーデックス担当者は短期間で交代するが、継続性、連続性を保ち、長期
的視野に立った対応をとることに課題がある。海外メンバーとの交流も、顔見知りでな
いためスムーズでない。 
 
 
用語・略語の説明 
＊１ CCFA：Codex Committee on Food Additives の略でコーテックス食品添加物部
会を指す。 

2007 年に CCFAC より分岐した組織。食品添加物の食品中の最大濃度の設定、
承認。リスク評価の優先リストの作成。食品添加物の機能分類の指定。食品添加
物の純度、性状の勧告。食品中の食品添加物の分析法の検討。食品添加物に関連
する規格の検討を行う。 

＊２  JECFA： Joint FAO/WHO Expert Committee of Food Additives の略で
FAO/WHO 合同食品添加物専門家会議を指す。 
各国の添加物規格に関する専門家及び毒性学者からなり、各国によって実施され
た添加物の安全性試験の結果を評価し、一日摂取許容量（ADI）を決定する。 
 

以上 
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